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池上先生、ありがとうございました

　あれは確か、飯豊山調査で湯ノ平小屋へ下りるときだっ

たと思う。たまたま、雨に濡れたテントを担いで行くこと

になったe幾度かの飯豊山調査に加わったが、テントを担

いだことはなかった。いつも他人任せだった。下りの急勾

配で曲がるときに、樹木にっかまりくるっとまわり、ぽん

と降りた。ザックの上にくくりつけたテントが振られる。

と身体も振られる。たまたま近くに居られた池上先生が、

小生より大きく、重いと思われるザックを担いで一歩一歩

確実に下って居られる。「下りの方が危ないから、気をつ

けて」と。さらに続けて「ブナ、ナラのこと、お願いしま

すよ」と。一瞬、肩に食い込むテントの重さを忘れた。暑

いのに冷や汗が…。疲れて到着した湯ノ平小屋では、宴の

準備が整えられていた。迎えに来てくれた会員の方々がし

つらえてくれていた。いっも以上にその夜の勉強会は盛況

だった。酔い覚ましに外に出てあたりを眺めまわしたと

浅見賢

き、小生の頭の中はブナ、ナラのことで一一杯だうた。でも

…、結局まとめられなかった。発展はなかった。たくさん

の貴重な資料がありながら…。

　それより以前、池上先生には、「じねんじょ会」発足すぐ

の頃、三川村の植物リストを作るときにご指導を受けた。

原稿をお送りしてしばらくして、新潟南高校にお伺いした

とき、学校の仕事、先生ご自身の研究などで、大変お忙し

いにもかかわらず、あちこちの多くの、古い資料なども調

べてくださり、リストの補充や誤字は勿論、漢字の使い方

まで細部に渡って丁寧に指導して戴いた。本当にありがた

かった。あれ以後、仕事上のことでも何でも文章を書くと

きは、いっもそれを思い出しながら書いてきた。池上先

生、本当にお世話になりました。心から御礼申し上げま

す。ありがとうございました。
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